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【はじめに】
腰椎分離の原因は腰椎椎弓に発生する疲労骨折

であり，成長期のスポーツ障害として広く認知されて

いる．しかし成人例の腰椎疲労骨折の報告はほとん

どなく，1992 年に報告したCT で分離過程をとらえ

完全分離に至った22 歳例 1) が文献上初めてと思わ

れる．その後プロサッカー選手の2例 2),3) を含め，4

例を経験した．成人腰椎疲労骨折 5 例をまとめ，考

察を加えた．

【症例】
当院および関連病院で経験した5例である（表1）．

全例男であり，20-32 歳，スポーツもしくは活動は，

プロサッカー 2),3）が 2，大学サッカー1，大学短距

離走1，そして宅配便アルバイトの大学生 1)であった．

アルバイトの学生は宅配便業を始めて1週間で発症

した．プロサッカーの1選手に両側ジョーンズ骨折

の治療歴がある以外は特別な外傷や障害歴はなか

った．

表 1：成人腰椎疲労骨折例の内訳
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全例にほぼ疲労骨折部位の傍脊柱筋，および棘

突起に圧痛がみられた．体幹の可動域制限は軽度

であった．神経症状はみられなかった．単純 X 線像

で骨折が疑えた症例は 1 例であった．プロサッカー

選手 2 例は初診時の MRI で輝度変化を把握し，CT

で骨折を確認した．大学の運動選手 2 例は初診時の

CTで疲労骨折と診断した．

症例 1 の L5 片側不全骨折は対側椎弓に偽関節

型分離があり骨癒合率が低いと考え，体幹の固定

はせず安静を指示し，消炎鎮痛剤を処方した1)．3 ヵ

月で疲労骨折は完全型となり，症状はなくなってい

た．運動選手 4 例は試合や大会を控えており，ほとん

ど休むことなく活動を続けた．2 例のプロサッカー選

手は発症後から 4 年間プロ選手として活動しており，

うち1 例はまだ現役である．腰痛は時々あるが，試

合や練習を休むほどではなかった．32 歳のプロサッ

カー選手は発症後 9 ヵ月で L5 片側椎弓不全骨折か

ら 3 ヵ所の偽関節型分離となり，26 歳プロサッカー

選手の L5 片側椎弓不全骨折は 3 年後の CT で変

化はなかった．短距離走例は腰痛が時 あ々るものの

3 年間競技を行っている．大学サッカー選手は初診

から 6 ヵ月で骨癒合傾向がみられていた．

【症例呈示】
症例 3　20 歳　男　大学短距離走　

主訴 : 腰痛

現病歴　初診 4 ヵ月前から腰痛があり，2 ヵ所の整

形外科を受診するが原因がわからず紹介となった．

日常生活には支障がなかった．

既往歴：右膝半月板損傷

理学所見：体幹の前後屈時に腰痛があった．L4,5

棘突起と左傍脊柱筋に圧痛を認めたが，神経学的

な問題はなかった．斜位像を含めた単純 X 線 4 方

向に異常は認められなかったが，腰椎疲労骨折を疑

って L4,5 の CT 関節突起間部撮影 4) を行なった．

初診時 CT 所見：L4 左関節突起間部にほぼ完全骨

折にちかい骨折と右関節突起間部の腹側にわずか

な骨折を認めた（図 1）．疲労骨折であることを説明

したところ，痛くない程度に運動は続けるとのことで

あった．3 年間多少の腰痛はあるが競技を続けてい

た．CT 撮影には応じてくれなかった .

症例 4　20 歳 男　大学サッカー

主訴 : 左腰痛

現病歴　初診 2 週間前からの腰痛で受診した．

既往歴：特記事項なし 

理学所見：前後屈時に腰痛があった．L5 左傍脊柱

筋に圧痛がみられたが，神経学的異常はなかった．

単純 X 線像に異常は認められなかったが，腰椎疲

労骨折を疑って CT を行なった．

初診時 CT 所見：L5 左関節突起間部に完全骨折に

ちかい下関節突起基部骨折（図2a）を認めた．消

炎鎮痛剤を服用し 2 週間の安静の後，スポーツ活

動に復帰した．初診 3 週間ほどで症状は軽快した．

初診 6 ヵ月で骨折部は骨癒合傾向にあり，腰痛なく

レギュラーとしてサッカーを行っている（図 2b）．

図2：症例 4　CT関節突起間部撮影 L5腹側像
a: 初診時．左下関節突起基部に骨折を認めた．
b:6ヵ月後．骨癒合傾向にあった．

図1：症例 3　初診時 CT像
a:L4 関節突起間部撮影中間部．左椎弓に骨折を認めた．
b:L4関節突起間部撮影腹側．右椎弓に骨透亮像を認めた（→）．
c: 左矢状断像 .骨折を認めた．
d: 右矢状断像．椎弓腹側に骨折を認めた（↑）．
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【考察】
成人の腰椎疲労骨折の報告が稀である身体的原

因として以下が考えられる 2),3）．

1）骨密度が未成年より増強するため , 疲労骨折の

発生頻度が減少する．

2）一般的には強い負荷のかかる運動をする機会が

減少するため発生頻度が減少する．

3）成人運動選手は成長期から激しい運動を継続し

ており，すでに成長期疲労骨折が発生している

た可能性がある．

4 例のスポーツ選手は運動量や練習方法も特別

変化がなく，成人になって腰椎疲労骨折が発生した

理由を見いだせなかった．症例 1 は宅配便業が無

制限の労働で問題になっていた時代である．過労

働により疲労骨折が発生したと考えられるが，もとも

と片側椎弓に偽関節化した分離があり，対側椎弓に

疲労骨折が生じやすかったと推察される．

成人の腰椎疲労骨折の報告が稀である診断上の

理由として，

1） 腰痛があってもある程度の運動が可能な場合，

単純 X 線以上の検査を早期から施行することが

少ない．

2） 骨折が完全型になってから発見された場合，成

長期に発生したものと判断されてしまう．

以上の 2 点があげられる 2),3）．

プロサッカー選手 2 例の所属チームは当院が後

方支援しており，初診時に MRI を行なうことで輝度

変化を把握し疲労骨折の診断につながった．症例4，

5 は競技者であることで当初から腰椎疲労骨折を疑

って初診時から CT を行ない診断できた．

競技に生活がかかっているプロフェッショナルの

選手やスポーツ活動を存在意義としている者は長期

間安静を強いられる骨癒合を目的とした保存的治療

は望まないと考えられる．わたしたちの施設では手

術の可能性を含めた予後について十分説明した上

で，スポーツ活動の継続を望む成長期腰椎疲労骨

折例に運動を許可している 5)．大学競技者にも同様

の説明を行ったが，プロサッカー選手に関しては当

初から運動継続の方針で臨んだ．成人スポーツ選

手の腰椎疲労骨折は疼痛管理を行いながらスポーツ

を継続することが多いと考えられる 3).

【まとめ】
5 例の成人に発生した腰椎疲労骨折を報告した．

競技者レベルの腰痛は腰椎疲労骨折の発症による

可能性も念頭におくべきと考えられる．
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